
本
人
で
す
」

　「
人
身
取
引
」
と
は
、
暴
力
や
脅
迫
、

詐
欺
な
ど
の
手
段
を
使
っ
て
弱
い
立
場

の
人
々
を
搾
取
す
る
こ
と
。
女
性
や
子

ど
も
が
被
害
者
と
な
る
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
が
、
大
人
の
男
性
が
労
働
を
強
い
ら

れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
メ
コ
ン
地
域
で

特
に
多
い
の
は
、
強
制
売
春
や
強
制
結

婚
な
ど
の
「
性
的
搾
取
」、工
場
、漁
船
、

家
事
労
働
な
ど
を
強
い
る
「
労
働
搾

取
」、
そ
し
て
強
制
的
な
物
乞
い
だ
。

　
メ
コ
ン
地
域
は
国
同
士
が
長
い
国
境

線
を
接
し
、
人
や
モ
ノ
の
移
動
が
盛
ん

だ
。
し
か
も
、
そ
の
中
に
は
タ
イ
と
中

国
と
い
う
経
済
的
に
発
展
し
て
き
て
い

る
国
、つ
ま
り
、 〝
出
稼
ぎ
先
〞
が
あ
る
。

大
き
く
分
け
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ

ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
タ
イ
へ
向
か
う

流
れ
と
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
中
国
へ
向
か
う
、
二

つ
の
大
き
な
〝
人
の
流
れ
〞
が
あ
る
と

い
う
。

　「
こ
の
ほ
か
、
タ
イ
と
陸
続
き
の
マ

特集 ASEAN
統合時代の幕開け

レ
ー
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
向
け

て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
か
ら
労
働
の

た
め
に
移
動
す
る
人
た
ち
も
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
を
越
え
て
、
中
近
東
や

日
本
、
韓
国
、
欧
米
、
南
ア
フ
リ
カ
ま

で
被
害
者
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
自
分

や
家
族
の
生
活
を
良
く
す
る
た
め
に
出

稼
ぎ
に
出
る
中
で
、
人
身
取
引
と
い
う

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
人
が
多
い
の
で

す
」

　
こ
う
し
た
被
害
を
食
い
止
め
る
た
め

に
、
メ
コ
ン
地
域
の
国
々
は
２
０
０
４

年
、
中
国
を
含
む
地
域
間
協
定
や
二
国

間
協
定
を
締
結
し
、
協
力
し
て
対
策
に

あ
た
っ
て
い
る
。
百
生
さ
ん
が
取
り
組

ん
で
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
タ
イ

政
府
の
人
身
取
引
対
策
部
と
共
に
、
タ

イ
国
内
の
４
県
、
タ
イ
と
国
境
を
接
す

　
　
　
　
　
　
　

　「
人
身
取
引
の
被
害
に
は
、
大
き
く

分
け
て
労
働
搾
取
と
性
的
搾
取
が
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
消
費
者
が
よ
り
安
い
商

品
を
求
め
た
と
き
、
そ
の
商
品
を
作
る

た
め
に
強
制
的
に
働
か
さ
れ
て
い
る
人

た
ち
は
、
労
働
搾
取
の
被
害
者
で
す
。

外
国
人
労
働
者
の
賃
金
未
払
い
や
、
最

低
賃
金
が
守
ら
れ
て
い
な
い
と
い
っ
た

ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
そ
の
人
た
ち
が
現
状
か
ら
逃
げ
ら

れ
な
い
立
場
で
あ
れ
ば
、
人
身
取
引
被

害
者
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
ま

す
」。
そ
う
指
摘
す
る
の
は
、
現
在
、
タ

イ
で
メ
コ
ン
地
域
人
身
取
引
被
害
者
支

援
能
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
チ
ー
フ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
、
百
生
詩
緒

子
さ
ん
だ
。「
ま
た
、
日
本
で
は
毎
年

20
人
程
度
の
性
的
搾
取
被
害
者
が
、
人

身
取
引
被
害
者
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
全
て
女
性
で
、
半
数
以
上
が
日

新
た
な
人
生
の
た
め

被
害
者
一
人
一
人
を
支
え
る

強
制
労
働
や
性
的
搾
取

日
本
も
無
縁
で
は
な
い

の
事
情
聴
取
を
行
っ
て
き
た
が
、
被
害

者
の
心
の
動
き
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
痛
感
し
た
」
と
の
声
が
聞
か

れ
る
。

　
被
害
者
の
保
護
か
ら
医
療
・
経
済
面

で
の
支
援
、
リ
ハ
ビ
リ
や
職
業
訓
練
を

通
し
て
故
郷
に
戻
り
、
新
た
な
生
活
を

始
め
る
ま
で
の
一
連
の
流
れ
に
は
、
複

数
の
省
庁
や
民
間
団
体
を
含
む
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
関
係
者
が
関
わ
っ
て
く

る
。
そ
こ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、

「
多
分
野
協
働
チ
ー
ム
（
Ｍ
Ｄ
Ｔ
）
ア
プ

ロ
ー
チ
」
だ
。
チ
ー
ム
全
体
の
調
整
役

と
な
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
軸
に

関
係
者
間
の
連
携
を
強
め
る
た
め
、Ｍ

Ｄ
Ｔ
実
施
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
に
よ

る
被
害
者
保
護
プ
ロ
セ
ス
の
標
準
化

や
、
研
修
を
通
し
た
関
係
者
の
対
話
の

強
化
を
行
っ
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
拠
点
と
な
る
タ
イ

は
、
人
身
取
引
被
害
者
が
送
り
出
さ
れ

る
国
で
も
、
連
れ
て
来
ら
れ
る
国
で
も

あ
る
。
タ
イ
政
府
は
人
身
取
引
対
策
の

基
金
設
置
や
、
男
性
被
害
者
向
け
の
シ

ェ
ル
タ
ー
な
ど
の
先
進
的
な
対
策
に
い

ち
早
く
取
り
組
ん
で
き
た
。
現
在
は
、

被
害
者
の
声
を
し
っ
か
り
聞
き
取
る
た

め
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
ス
キ
ル

向
上
や
、
元
被
害
者
の
自
助
グ
ル
ー
プ

強
化
を
通
し
て
、
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
を

吸
い
上
げ
る
試
み
も
進
む
。Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
統
合
で
人
の
移
動
が
増
え
る
中
、
タ

イ
の
経
験
を
周
辺
国
と
共
有
し
、
被
害

者
の
新
た
な
第
一
歩
を
い
か
に
後
押
し

す
る
か
。
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
だ
。

人
身
取
引
を
、
ど
こ
か
遠
い
国
の
話
と
考
え
る
な
ら
間
違
い
だ
。

日
本
国
内
で
も
毎
年
、
被
害
者
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

経
済
発
展
と
地
域
統
合
に
よ
り
人
の
移
動
が
増
え
る
こ
と
で
、
人
身
取
引
の
リ
ス
ク
は
高
ま
る
。

こ
の
課
題
に
立
ち
向
か
う
た
め
、
日
本
と
メ
コ
ン
地
域
諸
国
の
試
行
錯
誤
が
続
く
。

経
済
発
展
が
も
た
ら
す
負
の
側
面

人
身
取
引
に
立
ち
向
か
う も

も  

せ    

し   

お

人身取引被害者の自助グループ
が啓発のための寸劇を練習する
様子。自助グループは、被害者側
の声をフィードバックする重要な
役割を担っている

国境となっているメコン川を挟んでラオス
のボケオ県からタイのチェンライ県を望む。
ラオス側からタイに出稼ぎに行く労働者は
手前にあるような小型ボートで川を渡る

タイのウボンラチャタニ県はラオスの
チャンパサック県と接しており、県同
士の覚書を交わして人身取引対策
での協力を行っている。国境地域両
県のネットワーク強化のためにワーク
ショップを開催した

プロジェクトで作成したガイドラインを各県の人身取引対策チームが活用できるようにワークショップを開催。プロジェクト
対象地区の一つチェンライ県では、ロールプレイを通じて各機関の役割や取るべき行動・態度について話し合った

る
ラ
オ
ス
の
２
県
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
１

県
で
、
人
身
取
引
の
対
策
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
人
身
取

引
の
対
策
関
係
者
が
被
害
者
の
人
生
立

て
直
し
に
対
し
て
効
果
的
な
支
援
を
行

え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
が
、
決
し
て

簡
単
で
は
な
い
。
百
生
さ
ん
は
「
被
害

者
が
過
去
を
乗
り
切
っ
て
新
た
な
人
生

に
踏
み
出
す
た
め
に
は
、
心
と
体
の
傷

か
ら
回
復
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
足
り
ま
せ
ん
。
被

害
者
が
加
害
者
を
法
廷
に
訴
え
、
加
害

者
が
罰
を
受
け
、
被
害
が
賠
償
さ
れ
る

こ
と
で
、
よ
う
や
く
新
た
な
人
生
の
ス

タ
ー
ト
地
点
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
」
と
強
調
す
る
。
し
か
し
、
実
際

に
は
自
分
の
体
験
を
公
に
す
る
こ
と
で

被
害
者
が
い
っ
そ
う
苦
し
ん
だ
り
、
加

害
者
が
地
元
の
有
力
者
で
あ
る
た
め
に

被
害
者
本
人
や
家
族
を
脅
迫
す
る
な
ど

の
理
由
で
、
裁
判
に
踏
み
切
れ
な
い
こ

と
も
多
い
。

　
ま
た
、
人
身
取
引
に
最
前
線
で
立
ち

向
か
う
警
察
や
検
察
は
、
仕
事
柄
、
加

害
者
の
取
り
締
ま
り
に
考
え
が
向
き
が

ち
だ
と
、
百
生
さ
ん
は
指
摘
す
る
。
そ

こ
で
、
警
察
か
ら
の
参
加
者
が
多
い
能

力
強
化
研
修
で
は
、
被
害
者
の
視
点
に

立
つ
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

参
加
者
か
ら
も
「
今
ま
で
、
加
害
者
の

取
り
締
ま
り
と
い
う
視
点
で
被
害
者
へ

チーフアドバイザーの百生専門家（左から二
人目）が人身取引被害者の自助グループの
メンバーと、裁判支援イベントの打ち合わせ
業務調整員の小田哲郎専門家（前列右か
ら二人目）がラオスのボケオ県人身取引対
策チームとNGO Alliance Anti Trafic 
（AAT）の「新しい男は、女性を買わない」と
書かれたキャンペーン用Tシャツを着ている

［右］

［左］
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